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住　　 所　諫早市〇〇
自治会名　〇〇自治会
代表者名　諫早　太郎
電話番号　0957-〇〇-〇〇

コミュニティ助成事業事前相談書

（1） 利用したい助成事業（対象となる事業に〇をつけてください。）
1、 一般コミュニティ助成事業
2、 コミュニティセンター助成事業

（2） 整備を予定しているもの（買い替えの場合、前の備品等がいつ購入されたものか記入）
【例１】イベント用テント、集会所の机、椅子（テント　H２０購入、机椅子H１７購入）
【例２】浮立事業で使用する和太鼓、衣装
（3） （２）の設備や建物の整備を必要としている理由を記入してください。
【例１】
・〇〇祭り（年１回）　・親子で参加できる〇〇会（年４回）　・〇〇体育祭（年２回）
〇〇自治会では上記のようなイベントを開催しているが、その際に利用するテントが３台破損し、現在使用できるテントは２台のみであり、イベントの開催にも支障が出ている。また、総会等で利用する机や椅子も老朽化し、破損しているものもあり、不足している。
【例２】
・△△祭り（年３回）　・浮立練習（年２０回）
メンバー２０人に対して使用できる和太鼓が１０台しかなく、不足している。
（4） 整備の実施により、期待できる効果を記入してください。
【例１】テント等の購入により、多くの世代が参加しやすいイベントを開催することが可能になり、子ども達の健全育成や地域住民の親睦になお一層貢献できる。
【例２】練習や参加できるイベントも増やすことができるようになり、地域の繋がりや浮立事業の活性化を行うことができる。
（5） 助成申請希望額（助成申請額は、１０万円単位で記入してください。）
	事業費総額（A）
	自己負担額（B）
	助成申請額（A-B）

	１，２５０，０００円
	５０，０００円
	１，２００，０００円



助成金は１０万円単位で交付されるため、１０万円未満の金額は
自治会の自己負担となります。
また、一般コミュニティ助成事業は助成申請額が１００万円以上で
ないと申請はできません。

